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一 multiple scalil唱法による解析 -
福岡工大 中 村 勝 弘
京大 ･理 M.Lakshmanan
Topologicalsingularityの Kineticsや Pattern形成の問題は,液晶の Williams
domainや流体の Rayleigh-Benardconvection等に関連して研究されているが, ここでは
非平衡磁性体における同様な問題を考察する｡特に,薄膜磁性体では,外部磁場を制御すると
CurvedBlochwallの周期構造や内部自由度 (chiralityや helicity)を持っ bubbleが出
現することは良ぐ知られている｡他方,強磁場下の磁性体の動力学を1次元的にとり扱うと,




















pulsesoliton解 (absolutelystable)を持ち,前者は∬｡(位置 )と¢｡(任意位相 )で特徴
づけられ,後者は更にE,ギ(巾や am plitude)､を含む4個の parameterで特徴づけられる｡
drivenfieldや curvatureが競合的に共存すると,上の parameterは dynamicvariable
に転 じる｡ multiple-scaling法を用いて, 言-x-x., T-Et(時間 ),Y-√言y(Z
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